
◀
東
京
実
業
高
校
文
化
祭
の
様
子

◀
東
庄
の
町
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
中

土谷 汐音さん（竜神台）

趣味　＊御朱印集め、
　　　　カプセルトイ
好きな食べ物
　＊寿司(赤貝)

未だ見ぬ発見を夢見て

もっと深く研究をしたい
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　金
婚
・
米
寿
の
式
典
に

参
加
し
、
皆
さ
ん
の
元
気

な
姿
に
大
き
な
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
私
自
身
、

結
婚
し
て
10
年
以
上
が

経
ち
ま
し
た
が
、
い
つ
か

二
人
そ
ろ
っ
て
元
気
に
金

婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
を
大

切
に
重
ね
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　ま
た
今
月
は
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
に
関

す
る
取
材
も
多
く
、
体
を
動
か
す
こ
と

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
毎

日
腹
筋
や
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
を
日
課
に

し
て
い
ま
す
が
継
続
の
難
し
さ
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
過
ご
し
や
す
い
季
節
に

な
り
ま
し
た

の
で
、
体
を

動
か
し
健
康

意
識
を
高
め

た
い
で
す
。
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　こ
ん
に
ち
は
！
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
大
山
健
太
郎
で
す
。

　早
い
も
の
で
東
庄
町
に
来
て

か
ら
3
か
月
が
過
ぎ
、
現
在
は

先
輩
隊
員
の
阿
部
さ
ん
と
笹
川

駅
舎
を
拠
点
に
、
町
の
方
々
と

交
流
し
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
や
企

画
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

町
の
皆
さ
ん
が
情
熱
を
持
っ
て

取
り
組
む
姿
や
、
企
画
実
現
の

難
し
さ
を
間
近
で
感
じ
、
学
び

の
多
い
毎
日
で
す
。

　イ
ベ
ン
ト
と
い
え
ば
、
9
月

に
東
京
実
業
高
校
の
文
化
祭

で
、
東
庄
の
名
産
品
を
使
っ
た

カ
ブ
餃
子
を
販
売
す
る
企
画
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
外
の
学
生
が
東
庄
の
魅
力
を

発
見
し
、
新
た
な
関
係
が
築
か

れ
る
の
は
、
地
域
の
活
性
化
を

考
え
る
立
場
と
し
て
、
非
常
に

良
い
例
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　今
後
は
自
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
て
い

く
機
会
も
増

や
し
て
い
き

ま
す
。
そ
れ

で
は
、
11
月

が
良
い
月
に

な
り
ま
す
よ

う
に
！

　現在、大学（3年）で物理学を学んで
います。量子力学と統計力学を中心に
勉強しており、特に固体中の原子や電
子の振る舞いを調べることに力を入れ
ています。また、理論だけではなく実
践的な実験も行っています。最初は教
員を目指していましたが、もっと深く
研究がしたいという思いから、今後は
大学院への進学を目標としています。
私が最初に物理学を好きになったきっ
かけは中学校のときの理科の授業。そ
の後YouTubeなどを通じてハマって

いきました。
　休日は地域のいろいろな神社をめぐ
り御朱印を集めながら、ドライブを楽
しんでいます。
　今後は現在学んでいる理論をもと
に、新たな物質の性質を予測する研究
に携わり、まだ知られていない物質の
性質を発見することが夢です。
　長所でもある向上心を持ち続け、夢
の実現に向けて励んでいきたいです。
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東庄の名産品で
新たなつながりを！

◀大山隊員
　公式インスタグラム

▲�筋トレの秋！もう少
し小ぶりなダンベル
を新調したいです
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P u b l i c  R e l a t i o n s

広報

p2〜5	 特集　町出身スポーツ選手表敬訪問
p6〜7	 特集　財政状況
p14〜15	 タウントピックス　9～11月のイベント

主な内容寄り添い続けた50年に、心から祝福を
　長い年月をともに支え合い、笑顔とともに歩んでこられたお二
人が、節目の金婚式を迎えられました。50年の歩みには、数えき
れない思い出と家族の歴史が刻まれています。これから先も、お
二人らしく穏やかで幸せな日々を過ごされることをお祈りします。
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